
 

公益社団法人日本図書館協会共催及び後援に関する要項 

 

（目的） 

第１条 この要項は公益社団法人日本図書館協会（以下「本法人」という。）が団体又は個人（以下

「団体等」という。）の主催する事業について、共催又は後援（以下「共催等」という。）する場

合に必要な事項を定めるものとする。 

 

 （定義） 

第２条 この要項において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号の定めるところによる。  

(1) 事業 団体等が主催する会議、研究会、シンポジウム、セミナー、その他の催事をいう。  

(2) 共催 団体等が主催する事業について、本法人がその趣旨に賛同し、共同して開催すること

をいう。  

(3) 後援 団体等が主催する事業について、本法人がその趣旨に賛同し、協力する場合であっ

て、その範囲が原則として名義の使用に限る場合をいう。  

  

（共催等の要件） 

第３条 共催等の名義の使用許諾を受けることができる事業は、次の各号に該当するものでなけれ

ばならない。  

(1) 本法人の目的の達成に寄与すると認められること。  

(2) 原則として、事業の規模が広域的なものであること。 

(3) 主催する団体等が当該事業を遂行できる能力があると認められること。 

(4) 政治活動、宗教活動又は営利事業の一環として行われないこと。  

(5) 公衆衛生及び災害防止について十分な対策が講じられていること。 

(6) 入場料、参加料等を徴収するものにあっては、その額が適正なものであると認められるこ

と。  

(7) 参加者等に生じた損害について、本法人が賠償責任を負わないものであること。 

 

（申請）  

第４条 共催等の名義の使用許諾を受けようとする者は、申請書（別記様式 1）に、次に掲げる書類

を添付して、原則として当該事業開催予定日の１か月前までに本法人に提出しなければならない。

ただし、本法人が必要ないと認める場合は、次の 1号及び 2号以外については提出を省略するこ

とができる。  

(1) 事業計画書 

(2) 事業の収支予算に関する書類（入場料、参加料等が有料である場合）  

(3) 団体等の規約、会則その他これに類するもの 

(4) 役員その他事業関係者の氏名等に関する事項  



(5) 団体等の活動実績を記載した書類 

(6) その他本法人が必要と認める書類  

 

（承諾等）  

第５条 理事長は、前条の申請書を受理したときは、常任理事会に諮るものとする。共催等を行う

ときには必要により条件を付して承諾通知書（別記様式 2）により団体等に通知するものとし、

共催等を行わないときは、名義使用不承諾通知書（別紙様式 3）により団体等に通知するものと

する。  

 

（取消し）  

第６条 理事長は、次の各号に掲げる事項のいずれかに該当するときは、共催等の承諾を取り消す

ものとする。  

(1) 第 3条に該当しないことが判明したとき。 

(2) 承諾の条件に違反したとき。  

(3) 申請書又は添付書類に虚偽の記載があったとき。  

(4) その他、理事長が取消しが必要と認めたとき。  

 2 承諾の取消しにより、団体等が損害を受けた場合においても、本法人はその賠償の責を負わな

い。 

 

（報告）  

第７条 本法人は、名義の使用を許諾した事業が終了したときは、必要に応じ、主催団体等に報告

書の提出を求めることができる。  

  

（事務）  

第８条 名義の使用許諾に係る事務は、総務部において処理する。  

 

 

附則 

１． この要項は、2022（令和 4）年 1月 20日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式 1（第４条関係）  

 年   月   日  

名義使用許諾申請書 

  

公益社団法人日本図書館協会 様  

住所・所在地  

主催団体名 

代表者名                     印   

 

 下記のとおり、名義の使用許諾を得たいので、申請します。  

  

記  

 

申請の種類  ☐共催  ☐後援  

事業の名称    

主催者名    

開催期間      年   月   日（ ）～   年   月   日（ ）  

開催場所    

その他の共催、後援等団体    

内容  

（趣旨及び目的）  

  

  

参加費   有 ・ 無 （料金を徴収する場合の額）         円  

名義使用許諾実績  ☐有（直近の許可日    年   月   日）  

☐無  

連絡先    

共催の場合の本法人担当者  所 属 ： 

氏 名：  

その他    

 （記入要項）  

１．使用を申請する名義については、共催または後援のいずれかを選択すること。  

２．「内容（趣旨及び目的）」の欄には、本法人の共催または後援を必要とする理由について、事業の
目的との関連からわかるように記入すること。  

 



別記様式 2（第５条関係）  

第      号  

 年   月   日  

名義使用承諾通知書 

  

（申 請 者） 様  

 

公益社団法人 日本図書館協会 

理 事 長  植 松 貞 夫 

（公 印 省 略） 

 

 

  年  月  日付けで申請のありました、（共催・後援）について、下記の

とおり承諾することに決定しましたので通知します。  

 

記  

 

申請の種類 ☐共催  ☐後援     

名義   

事業の名称   

開催期間      年   月   日（ ）～   年   月   日（ ）  

開催場所    

主催者  団体（個人）名・住所 

代表者名氏名： 

共催の場合の本法人担当者  所 属 ： 

氏 名：  

条件  

 

 

  

※ 申請時の事業計画に変更があった場合は、直ちに届け出ること。  

 



別記様式 3（第５条関係）  

第      号  

 年   月   日  

名義使用不承諾通知書 

  

（申 請 者） 様  

 

公益社団法人 日本図書館協会 

理 事 長  植 松 貞 夫 

（公 印 省 略） 

 

 

  年  月  日付けで申請のありました、（共催・後援）について、下記の

理由により承諾をすることができない旨、決定しましたので通知します。  

 

記  

 

申請の種類 ☐共催  ☐後援     

名義   

事業の名称   

開催期間      年   月   日（ ）～   年   月   日（ ）  

開催場所    

主催者  団体（個人）名・住所 

代表者名氏名： 

承諾しない理由  

 

 

  


